
I
C
T
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

学
び
を
変
え
る
。
学
び
が
変
わ
る
。

奈
良
市
教
育
委
員
に
新
し
く
就
任
し
た

奈
良
市
教
育
委
員
に
新
し
く
就
任
し
た

奈
良
市
教
育
委
員
に
新
し
く
就
任
し
た

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
人
に

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
人
に

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
人
に

は
た
な
か

畑
中
　
や
す
の
ぶ

康
宣
　
さ
ん

は
た
な
か

畑
中
　
や
す
の
ぶ

康
宣
　
さ
ん

は
た
な
か

畑
中
　
や
す
の
ぶ

康
宣
　
さ
ん

　
学
校
や
家
庭
、
そ
し
て
地
域
で
の
学
習
や
多
く

の
経
験
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
身
に
付
け
て

い
く
子
ど
も
た
ち
は
、
成
長
と
と
も
に
少
し
ず
つ

視
野
も
広
く
な
り
ま
す
。
思
い
や
り
の
心
は
、
感

動
や
感
謝
の
気
持
ち
を
持
て
る
体
験
を
数
多
く
す

る
こ
と
で
、
育
ま
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
良
さ
や
、
相
手
の
良
さ
を
認
め
合
う
こ

と
で
、
一
人
一
人
の
持
つ
個
性
、
そ
の
子
だ
け
が

持
っ
て
い
る
可
能
性
が
広
が
り
、
そ
れ
が
生
き
る

た
め
の
力
と
な
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
学
校
や
地

域
で
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
様
の
思
い
を
教
育
施
策

に
反
映
で
き
る
よ
う
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
奈
良
で
学
び
育
ち
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　奈良は、国際文化観光都市、世界遺産のあるまちです。

　平城京の昔から、悠久の歴史を経て、今に受け継がれてきた多くの文化

財や伝統に大きな誇りをもち、大切に守り、未来に引き継ぐ責任があります。

　歴史や文化そして伝統が正しく受け継がれ、さらに新しい文化を創造す

るには、教育の力が重要です。

　私たち奈良市民は奈良の教育を考え、未来に羽ばたく子どもたちの心身

の健全な発達を支えなければなりません。

　そのためには家庭・学校・地域の連携が何よりも大切です。

　奈良市は、ここに教育憲章を制定して「教育のまち－奈良」をめざします。

      
　   家庭は、教育の原点です。 
　　　　親は、人生最大の教師です。

　　　　私たちは、家庭を大切にし、子どもに対して責任をもちます。 

　　学校は、学びの場です。 
　　　　子どもたちは、はつらつと学びます。

　　　　教職員は、保護者や地域に信頼される学校をつくります。 

　　地域は、かけ橋です。 
　　　　地域は、家庭と学校をつなぎます。

　　　　私たち奈良市民は、子どもたちを見守ります。

     　　  平成 14 年 12 月 2 日制定  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良市教育委員会

奈良市教育憲章

         　　　　　　　　　　　　　　　　    教育について みんなで話そうよ！
　　　　　　　   12 月 2日 は「なら教育の日」

　21 世紀の未来を担う子どもたちを育
んでいくために、市民一人一人が奈良
市の教育を考える機会となるよう、平
成14年 12月 2日に「なら教育の日」「な
ら教育週間」「奈良市教育憲章」を制
定しました。

　平成 14 年 12 月 2 日に「古都奈良の
文化財」がユネスコの世界遺産に登録
されました。歴史や文化そして伝統が
受け継がれ、さらに新しい文化を創造
するには、教育の力が大切です。
　そのため、この日を「なら教育の日」
とし、それに続く１週間を「なら教育
週間」としています。

Ｑ１　なら教育の日ってなに？ Ｑ２　なぜ 12 月 2 日なの？

申込不要
参加無料

 なら教育の日記念集会
テーマ『子どもたちが語る奈良の過去から未来』 
　
日時　平成 27 年 12月 26日（土）
　　　　　    9:30 ～ 11:30（ 受付 9:00 ～ )

会場　なら 100 年会館　中ホール（定員 350 人）
                 9:30  ~   9:45   記念式典
                 9:45  ~ 11:30   園児による発表
                                            小学生・中学生・高校生のプレゼンテーション
　　　　　　　　　　 高校生の政策発表
                          

       
　

　　司会　岩本　計介さん
　　      朝日放送アナウンサー
　 「おはよう朝日です」メインキャスター

　私たちは奈良の教育を考え、家庭・
学校・地域が連携して未来に羽ばた
く子どもたちを育んでいかなければ
なりません。　
　奈良市は、教育憲章を制定し、「教
育のまち－奈良」をめざしています。

Ｑ３　奈良市教育憲章ってなに？

問い合わせ :（教育総務課　0742-34-5297）

子どもたちが熱い思いを語ります。
奈良の子どもたちの素晴らしさを
感じてもらえるはず・・・
私と一緒に
奈良の未来を発信しましょう。
ぜひ会場にお越しください。

発行：平成 27 年 12 月
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☆新教育委員さん  
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★12 月 2日は

    「なら教育の日」

　



　　
「
砂
糖
を
入
れ
た
時
、
ビ
ー
カ
ー

の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

を
絵
で
表
現
し
、
送
っ
て
く
だ
さ

い
。」
興
東
館
柳
生
中
学
校
の
理
科

の
「
水
溶
液
」
の
授
業
。
生
徒
た

ち
は
目
の
前
の
ビ
ー
カ
ー
を
観
察

し
な
が
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
絵
を

描
き
、
フ
ァ
イ
ル
を
先
生
に
送
信

し
ま
す
。
送
信
が
完
了
し
た
絵
は
、

瞬
時
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
さ

れ
ま
す
。
砂
糖
を
「
赤
い
丸
」
で
、

水
の
分
子
を
「
青
い
三
角
」
等
で
、

い
ろ
い
ろ
な
表
現
を
用
い
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
自

分
の
描
い
た
絵
と
似
て
い
る
と
こ

ろ
、
違
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
な
が

ら
、
ク
ラ
ス
で
全
員
の
絵
を
共
有

し
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。

　

都
跡
小
学
校
の
算
数
科
「
比
例

の
考
え
方
」
の
授
業
で
は
、
表
・

グ
ラ
フ
・
式
な
ど
を
用
い
て
自
分

の
考
え
方
を
み
ん
な
に
説
明
で
き

る
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。

先
生
が
モ
デ
ル
と
し
た
い
児
童
の

ノ
ー
ト
を
撮
影
し
ま
す
。そ
の
デ
ー

タ
を
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
示
し
全
員

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
個
人
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も
保
存
し
ま
す
。

児
童
た
ち
は
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
開
き
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
書
い

た
自
分
の
考
え
方
と
ど
こ
が
違
う

の
か
を
じ
っ
く
り
見
比
べ
て
考
え

ま
す
（
左
写
真
）。　

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
と

先
生
、
子
ど
も
同
士
が
多
様
な
考

え
方
や
情
報
の
共
有
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
保
管
し
た
デ
ー
タ
を
い
つ

で
も
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
思

い
つ
い
た
時
点
で
す
ぐ
に
操
作
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
が
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ(※

)

の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

で
す
。

　

都
跡
小
学
校
の
先
生
は
「
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
に

取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
の
授
業
の
中
の
隙

間
を
埋
め
、
よ
り
効
率
的
に
学
習

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。
ど
の

よ
う
に
使
う
か
、
有
効
な
使
い
方

は
な
い
か
を
常
に
考
え
て
授
業
に

臨
ん
で
い
ま
す
。」
と
新
し
い
授
業

の
か
た
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

興
東
館
柳
生
中
学
校
の
校
長
は
、

「
放
課
後
の
職
員
室
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
な
が
ら
、
よ
り
わ

か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
に
つ
い

て
先
生
同
士
が
話
し
合
う
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
と

い
う
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
、
教
科
の

枠
を
越
え
て
話
し
合
い
を
す
る
こ

と
で
、
今
後
も
授
業
の
質
を
高
め

合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
、
モ
デ
ル
校

と
し
て
、３
小
学
校
（
都
跡
・
辰
市
・

帯
解
）
の
４
〜
６
年
生
と
興
東
館

柳
生
中
学
校
の
全
学
年
で
１
人
に

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、

10
月
か
ら
持
ち
帰
り
学
習
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
、
学
習
ソ

フ
ト
等
も
活
用
し
、
授
業
の
予
習
、

復
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
効
果
的
な
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
の
手
法
や
、
学
習
方
法
の

検
討
、
学
力
向
上
の
効
果
検
証
を

行
い
、
モ
デ
ル
校
で
の
取
組
を
子

ど
も
た
ち
の
新
し
い
学
び
の
た
め

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
24
日
（
土
）
に
一
条
高
校

で
奈
良
市
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

藤
原
和
博
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区

立
和
田
中
学
校
の
元
民
間
人
校

長
）
に
よ
る
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
た
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
右
写
真
）。

　

テ
ー
マ
は
、「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

店
の
店
長
に
な
っ
て
み
よ
う
！
」。

地
図
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
か

ら
、
ど
こ
に
出
店
す
れ
ば
良
い
か

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。「
大

学
が
あ
る
か
ら
学
生
が
多
く
来
る

は
ず
。」「
工
場
や
企
業
が
あ
る
か

ら
、
ラ
ン
チ
利
用
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
。」「
高
速
の
入
口
が
あ
る
か

ら
車
で
人
が
流
れ
て
く
る
。」
等
、

１
〜
３
年
生
の
生
徒
44
名
が
10
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
10
店
舗
の
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
候
補
場
所
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
の
1

日
の
売
上
額
を
推
測
し
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
の
中
で

は
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
情
報
収
集

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
の
感

想
を
ス
マ
ホ
で
送
信
す
る
と
ス
ク

リ
ー
ン
で
共
有
で
き
、
違
っ
た
考

え
方
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
す

る
こ
と
で
生
徒
同
士
の
刺
激
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
の

気
持
ち
が
熱
い
う
ち
に
や
り
と
り

を
す
る
と
い
う
の
が
、
ス
マ
ホ
活

用
の
一
例
で
す
。

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
か
ら
は

「
い
つ
も
の
聞
い
て
い
る
だ
け
の

授
業
と
違
い
、
自
分
か
ら
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。」

「
今
日
の
授
業
を
受
け
て
、
こ
れ

か
ら
は
収
集
し
た
情
報
を
、
も
っ

と
速
く
分
析
し
、
発
信
す
る
力
を

つ
け
て
い
き
た
い
。」
と
今
後
の

目
標
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
リ
ク

ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
と
奈
良
教
育
大
学
と
の
産

学
官
連
携
事
業
を
一
条
高
校
で
行

い
ま
す
。

　

連
携
事
業
で
は
、
ス
マ
ホ
等
の

情
報
端
末
を
利
用
し
た
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
併
せ
、
生
徒

自
身
が
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ビ
デ

オ
教
材
）
を
視
聴
し
、
復
習
や
苦

手
分
野
克
服
の
た
め
、「
個
別
の

内
容
を
」「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
」「
繰

り
返
し
」
学
習
を
し
ま
す
。
確
か

な
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、
家

庭
学
習
を
習
慣
化
し
充
実
さ
せ
る

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
す
。

　

ま
た
、
奈
良
教
育
大
学
は
、
生

徒
へ
の
効
果
を
検
証
し
、
今
後
の

研
究
に
も
役
立
て
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
学
官
が
連
携

し
、
一
条
高
校
は
、
教
員
で
し
か

で
き
な
い
部
分
は
教
員
が
担
い
、

従
来
の
「
I
C
T
を
活
用
す
る
学

校
（
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
）」
を

越
え
る
「
ス
ー
パ
ー
・
ス
マ
ー
ト
・

ス
ク
ー
ル
（
S
S
S
）」
を
め
ざ

し
ま
す
。

１
人
１
台
を
活
用　

　

持
ち
帰
り
学
習
開
始
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

　

授
業
で
活
用
！

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

新
し
い
授
業
の
か
た
ち

『 

ス
ー
パ
ー
・
ス
マ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル 

』  (

S
S
S)

学
び
を
変
え
る
。
学
び
が
変
わ
る
。     

　
I
C
T(

情
報
通

信
技
術) 

を
活
用
し
た 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

教育長の

産
学
官
連
携
に
よ
る

一
条
高
校
の
教
育
改
革

語る
聞く
見る

 　9 月１日、新聞各紙に一条高校における産学官連携事
業（スーパー・スマート・スクール）の記事が掲載され
ました。この取組の背景には、国が進める 2020 年から
始まる大学入試制度改革があります。現在の知識偏重の
入試から、思考力や判断力、表現力を問う試験を行う検
討が始められており、これらに向けて高校の授業も、従
来の講義型から活発に意見を交わすような能動的な授業
へ変えていく必要があります。                 
    一条高校は、奈良市唯一の市立高等学校です。生徒た
ちが卒業した10年後20年後、28歳や38歳になったとき、
変わりゆく社会の中でどのような中心的役割を果たす人

材になっているかを考えなければなりません。                   
    これからの時代、正解のない先の見えない社会を生き抜
くため、異なる文化、異なる考え方の相手とも話し合いが
できるコミュニケーション力、筋道を立てて説明ができる
ロジック力、自分の考えを皆の前できっちりと伝えること
ができるプレゼンテーション力を小学校、中学校から育て、
高校でも継続して鍛えていかなければならないと考えてい
ます。そのために、小学校、中学校で取り組んでいる ICT
を用いるなどしたアクティブ・ラーニングを高校まで広げ、
一貫性のある継続した新しい学びの仕組みづくりを進めて
いきます。

 　
　　　  ※ アクティブ・ラーニング
　        　　　　             教員が一方的に教える授業スタイルではなく、児童生徒が課題をもち、
　　　　　　　　 　　  自分の考えを様々な方法で表現し合うことを通して学ぶ授業の進め方。

個人のスマホで情報収集をしながら、
グループで話し合いをする生徒たち

　　　　　　　　　　興東館柳生中学校の理科の授業の様子


